しながわぼうさいくみんけんしょう
れいわはちねんさんがつじゅういちにちせいてい
　とうきょうわんにめんしたりんかいぶと、やまのてにつらなるだいちからなるしながわくは、ちいきでちからをあわせささえあいながら、さんぎょう・こうつうのきょてんとしてさかえてきました。
さいがいからわたしたちのいのちとくらしをまもるため、じじょおよびきょうじょのじゅうようせいをつぎのせだいにひきついでいくというけついのした、わたしたちしながわくみんは、ここに「しながわぼうさいくみんけんしょう」をさだめます。

そなえる
さいがいはいつおこるか　わからない
そなえることは　とくべつなことじゃない
わたしやあなたをまもるため　わたしはそなえる
あいさつする
いざというときは　ちいきのひとがたよりになる
ちいさなつながりが　おおきなちからになる
ちいきとつながるため　わたしはあいさつする
つたえる
かこのさいがいから　おおくをまなんだ
どうそなえるのか　どうたすけあうのか
こどもたちをまもるため　わたしはつたえる
こうどうする
ちからをあわせて　ぼうさいりょくをたかめよう
くんれんにさんかして　ちいきとつながろう
わたしたちのしながわは　わたしたちがまもる

